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温期い る有望

＊・桃木徳団＊＊

1悶緒 ニ

沖縄県における夏秋期の蕗地野菜栽培は高晶も多日開なとの苫酷な環燒条件のためにニガウり

されるウリ應fl、エンサイぎかを除苔困難であるつまだ杖培で苔だとしても、 1砧質が悲<

旧積あだり収凰も低かった.)そのため耐暑ttil/1神の導人か，;,しみられてはきたか、温帯域にある日

で育成された品種の導人がじであり］）これらの品種をmし を得るにはベタガ

を必要とする場合が多かっ

桃木らはこの間也に対し植物牛態学的視点から、次のような指摘をおこなった。（）これまで沖縄

る場合は沖縄の夏期間の高温。多日照・十ばつなどの特異的気候と類似してい

る地域からのものが多かったが、桃木らは沖縄の特巽的気候の類似性からだけでなく、その気候

条1lに適応した体制を備えた作物が分布する地域から作物荘人を可能にする手法を植牛図を用い

て開発した。すなわち、ある地域の植牛は温度、：t壌的その定着条件の内容を明確にがす総合的

指標として捉えられ、その植生の定着条件はluJ時に導入作物の定着をも制約するとした。

換言すれは沖縄の植生は沖縄の環境に長年かけて定着した結果である。導入作物は植生が沖縄

に定着出来だ体制と類似の体制を持っていれば基本的には沖縄に定着出来るという0り提に克って、

まず沖縄の柿生が持っている夏期の定着条件とその条件に適応する生態的特性を検＂寸し

次にその定着体制と類似した体制を持つ植生地帯を推定した。その結果、沖縄の植生を制約す

る夏秋期の条件は日中長時間続く高温と強日射てあること。またそれと [JJじ制約条件を持つ植生

域は東南アジア、赤道西アフリカ、アマゾンに見られる熱帯常緑降雨林地帯であることを明らか

にした。そこでの年間を通しての高温・多湿・強日射はその植生を構成する植物を常に水分スト

レスや強日射による生育障害にさらし、生育を不安定にしている。このような地域で牧培されて

いる作物は上記の訓約条件を受容する体制を備えていることで生態的に定着出来ると拙察され、

熱幣常緑降雨林地帯から導人した作物は沖縄の夏秋期に定着が叶能と推定された g

桃木らの仮説か野菜導入にも適応できるか舎かについて大城・桃木10)は熱帯常緑降雨林地幣で

あるマレイシアからf備的に導人したキュウリ、ダイコン、ササゲを用い、沖縄の夏期での生育

- 、 ～ 、

＊沖縄県農業試験場八重山支場園芸研究室

現 [ii'j病虫部害虫研究室

＊＊熟俯農業研究センター沖縄支所導人じゅん化研究室

現 九州農叢試験場企画連絡室総合研究第 2チーム
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レイ し ロよる水分ストレ る

体制を旦備してし 1ることを明らかにし、

以上のことを防まえズ、

リピンから しだ108点、 ま

る

レイシア、フィリピンから

fj翡的にマレインア、タイから導入し

‘→ A 
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なお、この研究

じゅ ）
し

の依頼研究員とし

5月から10月にかi し

ンター

2沼材料および方法

1)試験場所および立地条件

試験は熱憫農業研究センター沖縄支所で文施した。沖縄支所は沖縄県石坦市にあり、北緯24'20'

東経124'10' に位附し、亜熱帯に属する（~ 面精は約221k叫人口は4.3万人で、八重山群謁の中心に

あるc 沖縄県那覇市まで約430km、中華民国の台北市まで270kmである。

氣温は湿潤亜熱瞥海洋性で真夏日は114日（那覇84日、 日）、熱幣夜は94日
ヽ

r
t
 

東京12日）ある。台風は年 3-4回島を襲い、著しい被円をおよぼす。附和52年 7月31日は932mb、

最大瞬間風速70る 2nいを晶録しだ 年ギ均気温は石厨て23.7℃、那覇て22.3℃、束以で15.0℃、

降水贔は石姐で2097mm、那覇で2018mm、東京で1503mm、年半均湿度はい厨で80%、那覇で78%、

東京で69%である。

はおもと山系J古］辺に赤負色＿ーに洵庁周辺の平•地と設＿丘には石灰岩の隆起に由来する II介赤色

まだその田低地上、グライ・［および田色十が散在的に分布する，）沖縄文所内にある訊験圃

場は降起石I火宕に細粒質員色上かZm以上も附柏している台地肌であり、灌漑枷改は元備してし;

る。

柚性はイヌビワなとを+:とする亜熱恰常緑降由林恰が分布し、山 1札］部は惰〖照免樹林帯て覆わ

れている"

なお、芯験期IHJ中の平均気温、日附時間、

均は温は 6月に人って27℃を起え、 7月、 8月は30℃に達し

はほは平年並に推移した,tillち、

9月、 10月ははは27℃で批移し

[J !Iせ時間は 6月が150時間と平年に比べて低めであったか、その後は[!l)復し、 8月は287時間、

~z 
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内、マレイシア

フィリピン 6

タイ 21『i', る トマ］~＂

フィリピン：

るこJ オタラは 9

八 した キ-ー，ウリはl

ある ナスは24品袖で, rた］、マレイシア

ある サヤインゲンは 7

マレイシアから 4

タイ 1品種である 1 . ヤサイビュ

1人］、マレイシア 6

、!}、J、ズァレ，(>F'lO!rl11'if1、フィリヒンLl

すべてマレイ>アから

るぐョウサイは11

フィリピン l

タイ 2印甘車

る 廿サケ(t,-晶種で、 rJ、J、

る サイシンは2:1

るた力(ランは13品種、カラシナは 9晶柿、］＼

クチョイ類は11 マレイシアから る，さら：こ、マレイシアか し~

た！ヽクサイとサント占ザイを］

したハクサイとサントウサイを 1

タイ l

ダイコンは 7

タイコンは 7

として、沖縄見

、内、―ヽ ？しイシアから

、1J、J、マレイシア 6

もしくは耐暑

し〉る冒：種を

角、 トマトは高農 8 り、サャインゲンはケンタ，1 キー~)ンダー、

ケコンノタキ、ヨウサイはタキイ柿薗株！のエンサイ、サイシンはタキイ

白心・タキイ釉伯（株iのカイフン・カネコ

ノ
ー＇ ヵヽンシイ＇

;, クチョイ類はカネ

チンゲイサイ、ダイコンはエヘレスト・

9クfョイ・カネコ

を用い

びタキイ↑恥行株）の

3) 調査方法

供訊柿fは湿らせたろ紙を敷いたシャーレにi釈、＼て、 果菜類

ョウサイ、ヤサイビュは27℃、残りは2:rciご｛呆•)た，その後、発牙を確認、し、呆野菜姐は 1987年

6月5日に、残りの種類は 6月30日にペーハー；］、；卜ヘ柏え付けだ 育州は1恥離カラス買でいい、

特にウィルス病算の発生防JI.に注狐し

圃場武験の力汀‘は舶物退仏脊源特Itマニュアル8)に従？て丈胞しだ 供芯[ll1]場の贔色土は

カルシコウムて pH6爪こ矯正し、化成肥附!<15: 20: 10) を＼成分畠l。□kq/a相,11+11を凡肥とし

てヽ し

1ズ訓はそれぞれ l 、杖植h汰はキコウリ、インゲンマメは 2m又 2mの平佃久｛ニキュウリ

-~3 ---



が株間60cmの3株を80cm間隔て 2列、合五十6 インゲンマメは株刷30cmの5株を80cm間隔で 2列、

を植え付けだ ナス・トマトは 3rn X 2 m、オクラは 3m Xl. りmの・Y.畝に株間60cmの5

株を70cm間i朽で□タlj、合,;1-10株を梢え付げた（なお、キュウリ、ナス、 トマトは上村杖拾とし、

に株間20cmIり株） 入'.20c:m(5株）、合,tt-2り株を柏え付しナ、ダイコン

I, 日林) X2りcm(り枕）、合日125株を，，青け付しナだ 追肥は 7月22日に液肥 I8 : 

3 : 3 Jの1,000信液を180e /aをすべての神類に散布し、 8月4日には化成肥料 (:21.6:12.0: 

16.8) をN成分畠にして、株当たり約 2gを果菜姐、エンサイ、ダイコンに施用した。髯古虫の

防除は兌4が認められ次第、薬剤を餃布して行っ

果菜如の調介は 7月28日以降に随I翡行し‘、サイシンは 8月12日、ヤサイピユか8月13日、カラ

シナ、パクチョイ姐が8月]8日、エンサイか8月12日、と 9月l日の 2回、カイラン、ダイコン

は9月1日にそれぞれ特性調在と収鼠調査を実施した。なお、特性調脊の方法については植物

逍に責源特性調介マニュアル（第 1次特性） 8! に払づき、調介変伯を作成し、まだ[i,jマニュアル

に,;じ戟のなし l神類はこれに準じて作成し、贔介を行った。

また、ササゲにつし Iて1984年5月30日に播種し、 6月19日に定柏して、調査を行った()施肥は

N成分菫て0ぷ灼/aの基肥のみて、畝輻 2mX株I札ll mの文杵栽培を行ったこ. 1区が24mどの 2反

復で、 1品種崎たりそれそれ10株柚え付けたC他の方仏については前nじと [11}椋であるc

3 . 結果および考察

1)導入野菜の品種比較

(1)キュウリ

調杏結果は表 lに示した0 なお、品種は果実の形から、 11J筒形品種、紡錐形品種、その他に大

別した。

① 円筒形品釉： 13品種が認められ、果皮色は半白が8品種、白が2品種、緑が2品神、員白が

1品種であった。草勢は将人品種は全般に対照品神の‘北悲に比べて強く、草丈が長く、特に

OK86-006は対照晶種の 21打強の7.2mを不した。藁は概して長めで、築は原く、節間長は60-

40cmと対照品種の39cmに比べて長く、全体に大柄であった。雄花着生数は少なめで 1節当たり

0.24化以ドて、着化習性はt枝側枝型のものが多かった。第 1次側枝数はOK-86-001、OK86-

012、OK86--010のような晩生系統が多い傾向をポしたが対照品柿の3.8本を下回った。平均果長

は15.3--23. 2cmで円筒形品釉以外の系統よりも長く、対照品種 (23.2cm) よりは短かった。し

かし呆径は逆に太く 3.7-4.9cmで、北進よりも短く、太めであった。イボの大きさは小～中で、

トゲの色は白と褐色が認められた。 一果璽は対照品種に比べて大きいものが多かったがOK83-

--4 -



表 1 導入キュウリの特性調査

項目 草丈 I1I 節 間 I 着化 1I 第 1次 果形 平均果長 平均果径 I 果皮 II いぽの III いぽの
平 均 11株当"--1り 1

品種又は 多花性※

整理番号（導入先国） (m) 長(cm) 習性 側技数 （全体） (cm) (cm) の色 大きさ 色 1果重 (g)I'！ 収量 (K

OK83-027 (マレイシア） 6. 7 47.8 0.05 主枝側枝型 1. 6 円筒形 19.0 3. 7 半白 小 白 171. 8 3.648 

I 
0 K83-028 (マレイシア） 6.0 43.6 0.14 主枝側枝型 2.0 円筒形 20. 2 3. 7 半白 小 白 192. 7 3.369 

0 K83-029 (マレイシア） 5.9 47. 4 0. 14 側枝型 3.0 円筒形 22.0 4.3 黄白 小 白 298.4 3.576 

0 K83-030 (マレイシア） 4.6 41. 0 0.14 側枝型 1. 7 紡錐形 13.4 4.6 黄白 小 白 229.6 2.816 

0 K83-007 (マレイシア） 5.6 44. 2 0.05 側枝型 3.2 倒卵形 15.2 4. 4 黄白 小 褐 230.6 2.557 

0 K86-027 (マレイシア） 5.5 60.0 0. 24 主枝側枝型 1.5 円筒形 23.2 4.4 白 中 白 252.8 3.360 

切

0 K86-008 (マレイシア） 6.8 46.8 0.10 主枝側枝型 4.2 円筒形 17.8 4.9 半白 小 白 魯`。 643 

OK86-010 (マレイシア） 5. 7 42.6 0.09 主枝側枝型 2.2 円筒形 20. l 4. 4 半白 中 褐 246. 2 I 2.337 

0 K86-0ll (マレイシア） 5.9 45.8 0.0 側枝型 4.8 円筒形 18.9 4.5 半白 小 褐 312.5 929 

0 K86-012 (マレイシア） :,-. -~ 45.5 0. 14 主枝側枝型 1.8 円筒形 21. 5 4.0 緑 小 褐 257.5 3.276 

0 K86-013 (マレイシア） 5. 5 31.2 0.0 主枝側枝型 0.4 球形 18.4 4.9 緑地白紋 大 褐 2.33.8 826 

0 K86-015 (マレイシア） 2. 5 39. 3 0.0 側枝型 4.0 紡錐形 12.6 4. 7 半白 小 褐 206.3 398 

0 K86-016 (マレイシア） 6.6 50.8 0.0 主枝側枝型 4.2 円筒形 17. 7 4.4 半白 中 褐 2]4.0 1. 340 

0 K86-017 (マレイシア） 5.8 40.3 0.09 側枝型 1.8 円筒形 22.2 3.9 白 小 白 235.0 2.693 

I 

0 K86-001 (フィリピン） 4.1 41. 4 0. 24 主枝側枝型 5.4 円筒形 15.3 4.3 半白 中 白 277.4 3.018 

0 K 86-002 (フィリピン） 5.6 39. 5 0.0 側枝型 1. 7 紡錐形 19.5 4. 7 淡緑 中 白 440.。 440 

0 K86-003 (フィリピン） 3.0 33.8 0. 19 主枝側枝型 5.0 紡錐形 23.6 3.9 半白 中 白 185. 7 1. 619 

' I 
0 K86-005 (フィリピン） 2.9 36.5 1.05 主枝側枝型 6.5 小卵形 14.2 4.3 緑 大 白 231.5 I 2.555 

0 K86-006 (フィリビン） 7.2 50.0 0.10 主枝側枝型 1. 8 円筒形 19.4 3.8 半白 小 白 214. 7'l I 3.260 

北 進 （日 本） 3.5 39.2 0.57 主枝側枝型 3.8 円筒形 23.2 3.9 緑 小 白
I 

207. 4 I 2.991 
＾ ※ 1節あたりの雌花数



027のように172gと小さいものも認められた。収菫は OK83-027、OK83-028のように 1株収鼠

が3,648g、3,369gで極めて高いものから OK86--010のように643gで低いものまで闘広し

が認められた。多収をがした系統は収穫調介を打ち切った10月以降も結実か認められ、草勢も

えなかっ 、収贔の少なかっ ＼か、 7月-9月にかけて

化数か少なかった（）

紡錐形品種： 4 r、種が認められ、果皮の色には淡緑、半白、黄白が認められた。い勢心 OK

83-030を除いて全般に弱かった。隼丈は長い系統は側枝数が多かった3 着花習性は側枝朋が多

く (3品種）、残り 1晶種は主枝側枝犯）であった。 1果咀は OK86--002が4品種中最も重く、

440gで、 OK86--003の]86gが最も軽かった，'収凰は OK83-030が対照品種と [i,J等であったが、

残りの 3品種は極めて低かっ

その他球形、小卵形、倒卵形の品種：球形は OK86-015が、節間知く、小葉て多数の光沢の

ある菜を有し、草勢が弱かった。果皮の色は緑、もしくはそれに、白の縦線の紋が入ったもの

同晶種内でも個体変異が認められた。小卵朋は OK86-015にみられ、果実はや

熟期が進むと二角柱に近い形を呈した，，果皮の色は緑で収凰は対照晶種をやや下lり］ったc 倒卵

形は OK86-(XJ7にみられり勢は強いが初期収贔が低く、呆皮の色は追員白色しのつ

(2)ナ ス

特性調査の結果は表 2に不した＼対照品種の＇新長崎長茄＇は 8月上旬ごろより草勢が衰え、

9月中旬 以降に再び回復したのに対し、導入品種は概して夏期の草勢が強く、台風 8号（最

人風速19.2m/秒）や 台風12号 ([,,J21. 0 m /秒）の影欝もあまり受けなかった。葉長は最大

'Kuhin Mr. chai-H'の33.3c-mから最小の OK83-039の21.1cmまでの輻）ムい晶種差か認められ

菓0)切れ込みは OK86-079の4.6cmや OKSG-068の4.3cmのように、大葉になるはど大きい傾

向をがした。なお、 'KuchinMr. chai~l-「と OKSG-078の 2 品種は葉に光沢かあり、 OK86-

079、OK83-081、Serjanの 3品種は菜表面の中肋にトゲが観察された。早晩性は早生が対！帆品

神を含めて 7品種みられ、紫～、田紫系の上～中長タイプに多く、中14は10品種で、赤紫で長～

中長タイプに多かった，、晩生は 8晶種で、内、調在終了0)9月末日までに結実が認められたの

はOKSG-076、台湾ネ紐州紫加で、残りの晶柿は調介終f後の10月中旬より 11月にかけて間花結

した0 花色は淡紫色または白色であった。収穫果の＇ド均長は OK-86-071の21.6cmが最も

く、中には40cmを越える果実も忍められた。最小は OKSG-081、Serian (卵形果）の5.5cmで

あった。呆形は極長が 1品種、長が4品種、中長が11品種（対照品種を含む）、長卵形が 2品

種、卵形か 2品種、球形が 3品種、扁円が2晶種忍められた。果色は果形と同様に変異にとみ、

濃黒紫色か］品種、黒緑色が 5品柿、紫色が 2品神、赤紫色が9品種、褐色 3品種、赤褐色が

2品柿、緑色が 3品種、白色が 2品種品められだ。 1果菫は＇台湾円紫））打の 132gやOK86-

074の103gぐかの卵形・詠形のものが最も爪く、極長や艮タイプは果・長の割りには果径が小さく

・-・6 .... 一



表 2 導入ナスの特性調査
I 

項目

品種又は

竪理番号（導入先国）

'I I OK  83-039 

（マレイシア）

0 K 83 -040 （マレイシア） 25. 8 +2. 

0 K 83 -042 （マレイシア） 23. 3 +2書

0 K 86 -078 （マレイシア） 23. 5 + 1. 

0 K邸ー 074 （マレイシア） 23.1 +2. 

0 K邸ー 075 （マレイシア） 24. 4 +2。

0 K 86 -076 （マレイシア）

0 K 86 -078 （マレイシア） 31. s +o. 

0 K邸ー 079 （マレイシア） 31.0 +3. 

OK86-080 （マレイシア） 27. 0 +3. 

｀ 
I 0 S,c,K , 社86J.H -081 

（マレイシア） 27.0 +l. 

（マレイシア） 29. 5 +3. 

k皿血 （マレイシア） 33. 3 +4. 
Mr.cha.i-H 

MTe-1-H （マレイシア） 24. 1 +2. 

台湾円紫茄 （マレイシア） 26.4 +2. 

Dav匹 2,H （マレイシア） 31.0+3. 

台湾福州紫茄-1 （マレイシア）

32. 6 +4. 

0 K 86 -066 （フィリピン） 24. l +2. 

0 K 86 -067 （フィリビン） 28. 1 +4. 

0 K86-06S （フィリピン） 32. 4 +2. 

0 K 86 -070 （フィリピン） 24.1 +2. 

0 K 86 -071 （フィリビン） 32. 4 +3. 

0 K 86 -072 (フィリピン） 22. 9 +l. 

新長崎長茄 （日 本） 24.1 +2. 

峯）最大の切れ込みを葉縁の接線と直角になるように測定した。



軒かっだ 9月末日まで ＇にヽ人l、 戸,,J ヽ.l, 取に'も, ・J"i, , な

りで、 皮に己）や 'h I、 も と /;j:'Sarwak-

1 H OK86・・・・・6り、 flI ~ ふl l り`） . " し}が‘ は人.llfJ

タイ かく、 -ナスの :i. ヽ．） かぐ，）た

虞オクラ

特性』M査の結果

く、牛官も

は OK86--100、

3に不したヘ

I ,~ （よ OK86-~107、OKgG-050、OK83

訂~ して

角＇［こみら は中間

OK86-l07、OK8G・-l09、OK86・l1ふOK86-100、三郷万角で強〈.. :: ーの内の OK86--l 13、OK86

阿 はり1丈が低〈、多収てあった C 一方＼桟りの OK86-107、OK86-・109は

向く、 9月末日までに開 は られなかっ tこ ‘̀{ しな OK83 +6 

・

~
9
~

ヵ入った 収穂は早し)ものて、 7月28日に OK83-048、8月4日に OK83―049、'三郷九

角＇で始まり、それらは概して多収であった二晩叶品袖の OK83-050は 9月2日,.

られた')第..果の着牛節位はい牛の品柿ほど帆〈、晩州の晶柿は高かっだ 葉形はばしヽ切

策の晶種は OK83-049、OK86-110、OK86-l 13 、•一→ . OK83-048にみられ、残りは

欠刻のある中間型策形てあった。果色は淡緑色かはとんどて OK83--048のみが緑であ,~〉

果実I祈即の形状にlnJ・品釉内でも多少変異かあっ左が、概して、 OK83・・・049は 7角、 OK86-

113は 6角、 OK86-・100は丸て、残りの品種は 5角であっ tこ。果長は OK83-048、OK83--049、

OK86-100、OK86-110などはにめ、 OK86-050が知め、 OK86-113、・三郷五角'、OK86--l 11は

［ド間附jてあっ t:こ呆丈の剛［は OK83-048で少なく、 OK86-.110、OK86-050、・=・郷五角’・，は

中利度で、残りの 4晶釉は多かった。 1果重の平均は OK86--HJO、が21.5gと重く、次しヽで

OK86-113の21.0gで15-2位の品種か多かったか、 OK86-050は12.lgと軽いものもあった C

株あたりの収畠 OK86-1Uが 8月17日より 9月末日の約40日間で1,691gと最も多く、次いで、

三郷五角’、の793g、OK-100の737gの順てあり、この 3品種は共に早牛てあったヘ

(4)トマト

4 に iJ~ しだ今[rl]の調 ょ
~' 

農 8 ー
1
し,i! 

劣った。それは 2回にわだる台風（台風 8り、 7月27日、最大風辿19.2m/秒、台風12号、 8

月29日、最大風速21.0m/秒）が接五しだことがtな）息囚である。強風対策として網かけを

ったが、各品種で認められたが、それまでに帖実が認められた品種は OK86-012、OK86

046、OK86-062のみであっ tこその後結丈した品種も加え10月lり日に行った

の直径は41mm-16mmと小邸呆が多く、果形は球形が多く、 → 介1人扁円形、倒卵形、卵形も

られだ豆熟した果色は多くは赤で, OK83-052のみか桃色であっ

~8 --~ 



表3 導入オクラの特性調査

［内' 項 目Ii -1 戸性 II花祐
草姿分技性早晩

整理番号（導入先国）

OK86- 50 (マレイシア） 立 中 中 征"ヽ 9

OK86-107 (マレイシア） 立 多 晩 ー

I1 9 -| 

OK86-110 (マレイシア） 中 少 晩 無

OK86-lll (マレイシア） 中 中 中 証‘’‘’ 

OK86-113 (マレイシア） 中 多 早 無

OK86-100 (フィリピン） 開 多 早 無

! 

OK83- 48 (タ イ）立少中無

OK83- 49 (タ イ）中中早無

1三郷五角（日 本）開 多早無



表4

項目 葉 長 果実の

Cameron loca l 

M Tl! 

金

PSPM 

品種又は

整理番号（溝入先国）

0 K 8 6 - 0 6 0 (マレイシア）

（マレイシア）

（マレイシア）

（マレイシア）

（マレイシア）

（マレイシア

（マレイシア）

（マレイシア）

（マレイシアi

（マレイシア）

（マレイシア）

（フィリピン

（フィリビン）

（フィリピン）

（フィリピン）

（フィリピン）

（フィリピン）

（フィリピン）

（フィリピン

（フィリピン）

（フィリピン）

（フィリピン）

（フィリピン）

（日本）

位
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岡
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赤
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赤

桃
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※ 8月27日調査 ※※ JO月15日調査
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円形であっ
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i
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化色は多くの品種が淡紫て、 OK83-002とOK83-003のみが白であった

晩性は OK83-004と対照の 2晶柿が早、 OK83-001が中、残りの品柿は

の旱

/'--, Id-、

レイシアから した OK83-001、OK83-002、OK83-003か他の品神に

レイシアからの導人品種は

収穫の低ドが少なし＼傾向を

も含めてタイ、 日本の品種よりも収穂期間

した。芯さや長は OK83-004が13.0cmと

較し
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--002の39.0cmで、 OK83-005、OK83-007、対！阻の 2晶釉はそ

も長く、次いで OK83

.2cmと33.:5cm、36.4cm

と36.9cmで知かっ tこなお苓餅面の形は 人品柿か概して丸叩1て、 やや人苔く、対照品種の・

ケゴンノタギは丸形で小さめ、,・_::

淡緑色であった，、党の大きさは OK83-003が策jべ7.Gぐm:x菜輻13.7cmと畝も

ゲ’は扁 っだ 果色は＇ケゴ ノ ＇ ＂一斗ノ々

色で、他は

大きく、次いて OK83-002、‘^ 今尺ササゲ＇の順で小さく、＇ゲゴン Jタキ.OK83--004は4.3cmX 

--11-
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表ー 5 導入サヤインゲンの特性調査

品種又は 項目 I ' I開花※ さや やの II さや座口数I□若さ/や若の さゃ Iす草姿草繁分枝型 花色
葉整理番号（導入先国） 初期 長さ 転子 色強

OK86-126 (マレイ 性強下位・上位分技型 54日淡赤 Iい 間ふ2 丸淡緑 I I 

OK86-127 (マレイ 性 強 下位分技型 51日淡赤 12. 間 4.8 丸淡緑

OK86-130 (マレイ 性中 下位分技型 43日 淡 赤 11. 硬 4.7 丸淡緑

OK86 131 (マレイ 性 強 下位.上位分技型団日淡赤 12. 軟 6. 3 丸 淡 緑

OK86-132 (マレイ 性 弱 下位・上位分技型 42日淡赤 ― - - - -

Tanah Merah H (マレイ 性弱 下位分技型 53日 淡 赤 11. 軟 6.0 丸淡緑

ケンタッキーワンダー（マレイ 性 弱 下位・上位分技型 60日 白 ― - -

新江戸川（日 い性弱 連統分枝型 49日淡赤 6. 硬 3.2 丸淡緑 I 
※：種後開花までの日数 ※※： 8月17日より 9月 7日までの間

表ー 6 導入ササゲの特性調査

品種又 項目

は整理番号
草銹 側枝の生育

OK83-001 （マレイシア） 強 大

OK83-002 （マレイシア） ，，，， ，， 

OK83-003 （マレイシア） ,; ~ 

OK83-004 （マレイシア） 並 中

OK83-005 （タ イ） ,, 大

OK83-006 （タ

イ）JI__ 浚~"___I I _ ,, 
OK83-007 （タ イ），'

三沢ササゲ （日 本），'

II ケゴンノタキ （日 本 ） 中

※種後開花までの日数

※※ 1 9 8 4年 7月25日-10月15日の期間

※※※ l 9 8 4年 8月13日調査

※※※※ 1 9 8 5年の成績を示した。

開花初期※ 花色 若さや長 I I 果色 I I 
(l株） 1 ， 

6 3日 淡紫 中 123. 淡緑

6 l日 白 晩 78. ,, 

5 8日，，， ，， 167. ,, 

早 I I 93. ,, 

5 9日 iI ,, 晩 150. ,, 

："ロ日 ヶ

,, 189. み

,, 182. ,, 

早

,, 
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り、 OK86-170、OK86-173、OK86--17l、

っだ

かった

しだ。草丈は OK86

‘̀ ヵ

169が35ぷcmと最も高く、次いて OK86-179の27.8cm、OK86--175の26.7cmであっ tこ葉身に

は OK86-176が15.7cm、次いで OK86- で大きく、菜輻もほぱ詞様な傾[ii)を I -r-し、、 I、_,_

は： UK86-180カミ115.5p;、OK86--l69カゞ111.5g、OK86-175カゞ96.5g (/))![貞しこ,f,カ‘った：。

は OK86-l80のみが円形

赤の斑人りで、 OK86-l 

中が4品種、半か 3

られ、波打ちの強し＼

りは卵形てあった)葉色は OK86-175、OK8G

られた。菜先の製け

けは大きしヽ傾向を;.いしだ

p

}

 

~
＇
~
 

あった，へ策の波打ちは強いが6

の波打t)のなし i2 11 種以外で認め

はOK86-1 く、一株平均

ーり
'
~
]

あった つI、ー： 側枝数は OK86--lの7. も多く、 OK86--184の2.6本

O)tlfl,IE;!Ki兄は OKSG--169、OK86--176、、 OK86 しヽ、1‘り

OK86-l83では1員の分化が認められた。菜の柔らかさは 5 らか、 7品釉が中' l. 品
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表ー 7 導入ヨウサイの特性調査

品種又は
I 

項目！草丈

葉整理番号（導入先国） I (cm) 

I OK86- 16 (マレイシア） ，67. 5 

OK86-170 (マレイシア） I 49. 7 

OK86-171 (マレイシア） i 42. 2 

OK86-!72 (マレイシア） I 1u  

I OK86-173 (マレイシア） i 39. 1 

OK86-174 (マレイシア） 61. 9 

菜 （マレイシア） 48. 1 

大 葉 種（マレイシア） I 25. 1 

白 便 油 菜（マレイシア） 1 3,、4

青 便 泄 菜（マレイシア） I 13. o 

OK86- 15 (タイ） I 53. s・ 
タキイーエンツ工ァイ（日 本） I 13. 4 

収量 (l回目）

株重量(gl玉数
t---

37. 0 f 2. l 

s7. o I 3. 9 

I 
41. 5 f 2. l 

35. s I 1. s 
47.。Il. 9 

49. 0 2. 6 

74.3 34.9 

'41.0 2.9 

I 
34. 5 , 2. l 

I 
25. 0 0. 7 

42. 5 3. 0 

27. 0 I 1. l 

~
戸5
5
0
0
/
8
5

韮
閂
108

虚

虞

129

量

量

〇重
6
0
3
4

収

一

株

ー

5

5

5

0

 

•••• 5

2

9

5

 

7

9

2

9

 

ー

7

7

6

1

 

．

．

．

．

 

5

7

1

6

7ー

長

葉
9

え
J肝

尖 i小）

ハートナり先尖（大）

ハ---ト-先尖（大）

ハート＋先尖｛中i

耳あり ｛大）

ハート＋先尖（中）

ハート＋先尖（大）

長尖（中）

長尖 1、小）

ハ--卜＋先尖（中）

ハ＂ート＋先尖（中）

ハート＋先尖（中）

葉色 I＇ 葉身長 i槃間長

―_ I (cm) I (cm) 
点r1:iロー・.1:-s
緑!13. 7 ! S. 0 

緑/13. 2 
I 

緑 I 12.1 
I 

緑 I11. 2 

緑 In0 
I 

粒 !14.
I 

緑 I13. o 
I 

黄緑 I 11. 6 
I 

緑 I12. 2 

緑 I 14。2
！ 

13. 0 

9

3

7

2

0

9

 

0
 
0
 
2
 

•” 

.

.

.

.

 

o

o

 

4

4

5

6

4

4

5

5

 

9
,
J
 

葉間長

(cm) 

7. 7 

7心 9

7. 3 

7. l 

7. 3 

8. 5 

8. S 

7. 4 

6.9 

7. 2 

"'C 
I. J 

ll. 6 

茎径

Imm) 

6. 7 

6. 5 

6. 8 

6. l 

6. 3 

6. 9 

8.4 

5. 8 

5. 8 

6. l 

6. 8 

6. 8 

はふく

38令 8

62島 5

47. 2 

5.0 

52, 6 

64, 1 

55、6

24. 5 

43. 5 

20. 0 

40. 0 

0、0

仁
3

,
iし

総合『
' 

評価

不良

やや良

やや良

苔：

やや良

苔

不良

艮

良

ゃ°'.'良 1

I 
i裕 ＇ 
ふ'i

やや良＇

I
]
 
4-~ 

表ー 8 導入ヤサイビユ特性調査

品種又 項目 I草丈

：竺ー 16 9~ 了~)
OK86-175 (マレイシア） i 26. 7 

I 
OK86-176 (マレイシア） I 24. 0 

OK86-177 (マレイシア） I 15. 3 

OK86-178 (マレイシア） I 2s. 4 

OK86-179 (マレイシア） I 27.8 
I 

OK86--180 (マレイシア） I 24. 8 

OK86-181 (マレイシア) 1 22. 5 

OK86-183 (マレイシア） I 20. o 

' OK86・-184 (マレイシアii 24. 9 
I 

菜ータイワン― H (マレイシア） ! 18. 2 

菜ーマレイシアー H (マレイシア） '19. 9 

T . ana -¥I erah -H (マレイシア）

葉身長

(cm) 

10. 3 

12. 3 

15. 7 

10. l 

12. 0 

13. 4 

11. 4 

JO。5

7. 3 

11. 6 

JO. 6 

10. 7 

薬 幅

(cm) 

9. 4 

11々4

13囀 0

10. 0 

8. 7 

12. 6 

11.2 

7. 7 

8. 5 

12囀 8

10. l 

10. 9 

葉
ー

ー

|
'
T
'

璽

i

5

5

0

0

5

0

5

5

5

0

0

0

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．
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v ! 19. s 
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I I 
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ii灸森：中 I裂 I19. 0 
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'JC< I I叉2

戌黄 l強い！翌！

ゑ黄 Iう差し、 1 裂 i 
I 
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云
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t
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ゃ
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,i) 

p

}

 ＇ 
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)
9
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:9)、サ fシン

る‘‘
 9

>
 

て

用は化栢

ぇf
}

IJ令T旦nah'.¥lerah・C乃

；ょ｝ミ 9(こ t./~ しだサ~ 「ンン：J ljl 

こ
、
そ

‘‘‘ ヵ
{/9]

る

ふ

ノ

：ご~ よれは マレイ

ど~ してのサ『ンンの利川をどえる場介、策

に汎用性かあると息われ、ここては

l'  
こん

あ"~; Iピぅ

、間恨l"lを

,--, 
_/ ［ことう ふ.'、↓

' 
,.,, 

- -ヽ

ては，鼠を合めご株ことド］月］し

用を中心に叶価を行なっ

ものはなく、 1ド間タイプか41恰種あっだう

株重は.33.5g--86.0g 範団にあり、 OK83~0190)86 零りg か最も ,f( く、次し〉て

7(Ulg 、 OK86--206 の 64 。 ~ig の順てあった~）菜形は知柏円形が多〈 9 占廿重、

8品種、倒卵形が4品柿、卵形、卵知杓円形、柘円形か各 lr'責釉認めら

Puteh'0) 

l'J形力込

〈11 9晶種、 4
 

あった。アントシアンによる中肋のアントシアニン

は、 OK83-018で中程度、 0K 86--208で低く見ら りの品種は佃であった。葉緑

はOK86-2IOのみて戊災が忍められだが、他はすべて全辺てあったぐー株策数は殆どが6.3-

10.6枚の範間で、 OK83-019、OK86-207がそれぞれに10.6枚、 9.8枚、 9.6枚と多く、

多い品種はど株厄も屯い傾向を不した 菜柏は始どが6.9-13. 2cmの範間で、中ても OK83--

019は大苔く、葉数もり8枚と多かったことから、株当り爪量が最も大ぎくなヽー）た。

輻も葉柄が長いほど大ぎくなる傾向をぶした，う花芽分化の調1:tは8月12日（掃種後44日目）に

行ったC 本調介時の間花は OK86-206に認められ、残り 23神中19柿につほみが確認された

詞 清i',釉内での株ごとの化芽の分化半は5.0-84.2%と花牙分化のそろいは品種間でも異なっ

葉の柔らかさは、柔らかいが9品種、硬いが 3品種で、 1行］一品種内ても化芽が分化すると

佃化する傾向があるこ、しかし、花芽分化半の低い品種が柔らかくなるという傾向は見出せな

かった。策面について平滑が14品神、やや波打つか 8品釉、波打つか OK86-210の 1品種認、

められ、この品種は葉緑が晰ーの浅裂晶種である。なお対附品種として用いた‘タキイーサイ

シン＇は州姿て立性で、株重星は平均伯をドまわり、築形は長柏円形、棠色は緑で、葉数は 7.7

枚と少なく、染柄長、葉輻とも知めで、総合計価はやや不良であった。舵合評価が良の品釉は

OK83-18、OK83-19、OK86-201,OK86-208である（）この 4品種は日中の強日射のもとで葉

のしおれははと人ど見られず、築も薄く、柔らかで、築質も良で、収屈も 31品種が平均値を上

回った。残りの21品柿はやや良が 7品種、将通か 5品種、やや不良が対照品釉を含めて 7品種、

不良が7礼孔種であった。

(10)カイラン

特性調在の結果は衣JOに不した。本来、束南アジアで放坊されて来た野菜は耐暑性が強いと

されてぎたが、 1:J)本調介結果では含品種が生育悪く、中国広什lての栽培結果:l:l)、と比軟しても
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表ー 9 導入サイシンの特性調査

1
6
 

I 項 目 I 1 株 ＇＇ I 葉面 ' ' 葉緑＇I 

品種または 草 姿 重 量葉形葉色の 葉数

整理番号（導入先国） (g) 着色特性

I 

OK83--:19 (マレイシア） 立 86.0 卵

0 K86-200 (マレイシア） 立 56.0 短楕円 緑 無 全辺 8. 5 

OK86-201 (マレイシア） 中 45.0 短楕円淡緑 無 全辺 I 8.3 
OK86-202 (マレイシア） 立 38.5 短楕円淡緑 無 全辺 7.8 

0 K86-203 (マレイシア） 立 45.0 長楕円淡緑 無 全辺 7.8 

0 K86-204 (マレイシア） 立 39.0 短卵楕円 緑 無 全辺 8.3 

I O K86-205 (マレイシア） 立 52.2 倒卵緑 無全辺 9.0 

l O K86-206 (マレイシア） 立 64.5 短楕円 緑 無 全辺 10.6 

0 K86-207 (マレイシア） 立 62.0 倒 卵 淡 緑 無 全辺 9. 6 

0 K86-208 (マレイシア） 中 52.5 短楕円淡緑 淡 全辺 8.7 

0 K86-209 (マレイシア） 立 33.5 楕円緑 無全辺 8.6 

OK86-210 (マレイシア） 中 42.5 倒卵淡緑 無 浅裂 9.0 I 
OK86-211 (マレイシア） 立 55.8 短楕円濃緑 無 全辺 9.0 

0 K86-191 (マレイシア） 立 40.5 長楕円 緑 無 I 全辺 6.3 

尖叶油花 （マレイシア） 立 43.0 長楕円淡緑 無 全辺 9.0 

深青大豆油菜心 （マレイシア） 立 51. 5 長楕円 緑 無 全辺 7. 8 , I 
大花菜心 （マレイシア） 立 62.5 短楕円淡緑 無 全辺 8. 3 I 

油菜心 （マレイシア） 立 41.0 長楕円 緑 無 全辺 8.3 

金馬裔大種菜心 （マレイシア） 中 46.5 短楕円淡緑 無 全辺 7.5 

天円技菜心 （マレイシア） 立 41. 0 長楕円濃緑 無 全辺 8. l 

包心大菜 （マレイシア） 立 52.0 長楕円 濃緑 6. 1 

0 K83-18 (タ イ） 中 57.0 倒卵淡緑 8.8 

タキイーサイシン（日 本） 立 39.0 長楕円 緑 7. 7 I 
Iグリーンデビュー（日 本） 中 122.3 倒卵濃緑 10.4 

-- . 



表ー10 導入カイランの特性調査

1品種又
項目 1

葉数I 葉形

'は整理番号（導入先国）

OK-83-22 （マレイシア） 9. J 広円 灰 なし I 17. 6 

0 K-86-193 （マレイシア） I 8.13 広円 灰 なし 21.4

I O K-86-194 （マレイシア） 7. 1 卵 灰 なし 10.0

0 K-86-195 （マレイシア） 7ク 2 広円 灰 なし 18.9

0 K-86-196 （マレイシア） 6.8 卵 灰 なし 11.5 

0 K-86-197 （マレイシア） 7.6 広円 灰 なし 14.2

0 K-86-198 （マレイシア） 7.1 円 灰 なし 8.7 

0 K-86-199 （マレイシア） 7.88 卵

Scrtau-H （マレイシア） 8. 7 卵

円花尖葉大心芥 （マレイシア） 7.9 卵 灰 なし 5.5

S1bu-H （マレイシア） 6. 5 広円 灰 なし 12.1 

積菜芥菌心 （マレイシア） 8.8 円 灰 あり }6.9

17 

円葉白花ー H （マレイシア） 11. 5 広円

サカタの白心芥 （日 本） 6.6 広円 灰 な し ふ3

I タキイーカイラン（日 本） 7.。 円 灰 なし 8.9

カネコ、ーカイラン（日 本） 7.8 広円 灰 なし I 16 4 

表ー11 導入カラシナの類の特性調査

品種又 項 ー株／ 重葉形 I葉色 葉のアン葉緑の葉柄・中葉数 11I 辛み 葉長 II 葉

は整理番号（導入先国） (g) トシアニン特性助の幅 (cm) (cm 

0 K83-21 (マレイ 86. 7 長円淡緑 無浅裂広 6. 4 21. 6 13. 

0 K86-186 (マレイ 149.6 へら 淡緑 無 浅 裂 中 11.0 24.4 13. 

OK86-187 (マレイ 78. 7 短円淡緑

OK部ー188 (マレイ 124.3 へら 淡緑 無浅裂狭 8. 2 26. 4 14. 

OK86-189 (マレイ 76. 7 長円淡緑 淡 浅 裂 中 7.4 20.4 12. 

潮洲包心大芥菜（マレイ 64. 0 短円 淡緑 無浅裂狭 10.6 16.5 11. 

包 心 芥 菜（マレイ 79.8 短円淡緑 躾ーニ浅裂 1よ 9.8 17. 5 15 
無 浅 裂 広 11.8 21.3 18. 

扁合馬芥菜ー H (マレイシア） 立 91. 5 肖卵 淡緑 淡 裂中 9.0 20. 12. 

無浅裂狭 II 9. 7 I 17. 8 ?J I ll I 石垣在来（日 本） 開 52.3 短円淡緑
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釉で残り 3,砧種（対照品種を合む）は狭かっ

し、 l.3cm-5ぶcmと品種間でふが認められ

集柏長は菜柄の間iが11、し

葉長は OK86-188が26.4cm、

苔くなるftii!月を

は911-BanSin'のllぷ枚が最多で、

OK83-21の6.4枚で品種間差は少なかっ

大きく、’潮洲他心大芥菜＇は 16.5cm、'包心芥菜＇は 17.5cm、対照品神は17.6cmで小J『Iてあっ

0)、『味は激{がOK86-186、'911Ban Sin'、対照品種で、あと中

キ
4-．

 

0 K86-186の24.4cmと

4品種、 2
 

さら

にや味無しの晶種として＇潮洲且心大芥菜｀があっ

煩在東よりまさったが、

総合評価は導人品種すべてが対照品種の

冬期において牛育するカラシナの大きさにはかなら しも逹していな

しかし、やや良のOK83-21、OK86-186、OK86--187、OKOK86--188、・911Ban Sin'の5品

種は夏場の巣莱として十分に適応性があるとぢえられる。あと中が3品釉、不良が2品釉（対照

かった。

品種の石坦在来＇を含む） であった0

(12)パクチョイ類

特性調在の結果は衣12にホした。供試品種は、 青軸パクチョイ （チンゲンサイ） 6品種、白

軸パクチョイ （パクチョイ） 8品種、ハクサイ 1品種、山東菜 l品種であっ

ンサイでは立性が6品柿中 5品種と多く、パクチョイは立性が］品種、中か6品種、開張性が 1

草姿は、 チンゲ

晶種であった。ハクサイは中間朋、非結球性で、 111束菜はt#J張性であった()一株爪 ・sawi-Puten'の

163gが最も重く、次いでカネコーパクチョイ＇の 116g、OK86-217の113.7g、‘タキイーパクチョ

イ＇の 109gの順であった。品種間ではばらつきがあったが、概してパクチョイのほうがチンゲンサ
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表ー12 導入パクチョイ類の特性調査

項 目 ー株重

品種又

は整理番号（導入先国）

ー

1
9

ー

草姿

(g) 

葉形 葉色 葉 面

葉面の

着 色

葉緑の

特 性

葉柄

の色

葉 数

葉幅

{~ 
,Cm) 

0 K 83-20 

0 K86-185 

0 K86-213 

0 K86-215 

OK86-217 

サカタ短脚107-H 

青江小白菜H

青梗白菜H

LongLife - H 

Sawi-Puteh 

カネコーパクチョイ

タキイーパクチョイ

カネコーチンゲンサイ

カネコーチンゲンサイ

小 白

0 K 86-216 (白菜）

（マレイシア）

（マレイシア）

（マレイシア）

（マレイシア）

（マレイシア）

（日 本）

（マレイシア）

（マレイシア）

（マレイシア）

（マレイシア）

（日

（日

（日

（日

本）

本）

本）

本）

菜（マレイシア）

（マレイシア）

中

立

開

立

中

中

立

中

中

中

立

中

立

立

開

中

99.3 

82.0 

77. 2 

55.6 

113. 7 

87.2 

41. 4 

80. 1 

88.2 

163.0 

115. 8 

108.8 

67.2 

98.0 

80.8 

短円

長円

短円

短円

短円

広円

へら

へら

短円

短円

短円

円

緑

緑

緑

淡緑

淡緑

濃緑

淡緑

淡緑

緑

濃緑

緑

緑

緑

緑

緑

黄

淡

淡

淡

淡

，
 

円

ら

円

円

長

へ

広

短

平

平

平

平

平

しわあり

平

平

平

平

平

平

平

平

平

滑

滑

滑

滑

滑

滑

滑

滑

滑

滑

滑

滑

滑

滑 I
！ 

しわあり i
I 

淡

淡

中

無

淡

舞

無

無

無

無

淡

淡

淡

錮

鯛

餌

全

全

全

全

全

全

全

全

全

全

全

全

全

全

全

浅

~99 

辺

辺

辺

辺

辺

辺

辺

辺

辺

辺

辺

辺

辺

辺

辺

裂

白

青

白

青

白
日
白

ニ主こ
円

二'
自

臼

白

白

青

青

，
臼
＂
日

9

8

8

9

4

9

6

0

5

3

7

1

3

3

3

2

 

"

o

o

“

o

.
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.

 

,

e

5

 

0

3

0

4

0

8

9

3

0

4

0

0

8

0

 

l

l

]

］

］

］

］

"

i

l

]

］
 

14.2 

，
 

ー14
 

0

9

8

2

6

6

2

3

3

5

 

••••••• 

,
 

•• 

3

0

3

1

0

2

2

4

4

3

 

]

1

1

1

1

1

l

l

l

]

t

 

e,j 

9

]

 

っ

ゃ
2

9

 

l

l

 

13々。

, .2 

12.2 

2

7

6

4

8

5

 

.

.

 

“
 

.

.

 

^
 

8

2

1

7

9

]

 

1

1

1

 

1り,l 

6

0

 

3
 

ー

0

8

7

5

6

0

 

.

.

.

.

.

 

＂ 

r

3

4

4

r

3

3

4

 

U
J
 

t,3 

0

0

9

 

"

q

*

 

i
3
6

ご
J

総合詞価

やや良

やや小良

良

やや良

やや良

不

t

}

、
冥，

腎

聾

良

良

やや良

普

7
'
 

9

0

 



イより生育、 ともに優る傾向をぶし 6品種認められ、へら咽が3品

仏円形が各 2品種、円形が 1品種であっ 葉色はチンゲンサイ

パタチョイは緑色か濃緑色が多かった。菜面 、葉面のアントシアニンによる

はパクチョイで淡しヽが4晶種沿中がIi'砧種、チンゲンサイでは 2品種が淡かった。葉数は OK86--

との 4品種が14.9~・13、0枚で多く、残りの品種も 11.3-8.3枚の範囲で大きな差は認められ

なかった。葉身長でばカネコーチンゲンサイ＇が、葉輻 葉柄長は 'SawiPuteh'が各々最も長く、

大は問の品種はど市［株菫が大ぎかった。総合評価では菓質の良かった OK86-213のみが良で、

OK83-20、OK86-215、OK86-217、'Sawi-Puteh'、‘タキイーパクチョイ＇がやや良であった。なおハ

クサイの OK86-216、は一株咀はやや少ないものの、沖縄の夏期に良く生育し、葉質もやわら

かく，総合叶価は良であった。まだ山東菜の i小白菜＇は日中でもあまりしおれることがなく、

夏秋期でも大葉で、葉肉は薄く、築質がやわらかく，総合評価は良であった。

113)ダイコン

特性調査の結果は長13にがした，）生育は概して導入晶種、対照品種共しこ悪かった（）草姿は立＾＇性

がOK86-16恥OK83-26で、開張性は夏みのlj1.生のみで、残り 6品種は叫闊刑であった。葉は‘

＇のみが切葉で、残りは全て含緑であった。策色は黄緑が OK86-164、OK86-165、OK86

-167、'タキイーエベレスト＇で残り 5品種は緑であった（，根形は＇先細り、丸尻、中ぶくれ＇が各々

3品種認められた。根軍は295g-・168gと軽く、対照品種の‘夏みの早生＇は適期栽培時の 5分の 1

の菫械であった。その中では OK86-165が最も重く 294gで、次いで OK83-26の271gで、対照品

種の夏みの早生は208gであった。花田（私に）によるとマレーシアにおいても200g-:300gの根

直が般的であり、また大城・桃ぶ゜｝が行った栽培試験でも210g-272gとはほ詞椋な結果をぶし

ており （付衣26)、比較的小刑の品種と思われる。大城・桃木らの試験結果と考＾え合わせると、マ

レイシアからの導入品種も夏作て減収をぷすが、対照品種と比べてみると、収鼠減や枝根の発牛

する割合が少ない特徴がある。根長は24.6cm-18.8cm、根径は5.1-4.0cmの範囲であった。根色

は乳白色が5品種、白か4心h種（対照品種を含む）であった。収穫期は OK86-165が早く、他の

晶柿はすべて中であった。葉量は夏みの早生＇が 25gと導入品種の143g-81gより重く、かつ葉数

も多かったか、導入贔［種に比べ菜が繁ってし)る割には根部が小さかった。総合畔価では OK86-

116かやや良て、他は対照品釉も含めてやや不良もしくは不良であっ

2)導入野菜の利用

｛共試した導人野菜が沖縄で利用てきるか舎かをまず、最も重要と考えられる耐暑性、また品質、

なとit釉材料としての価仙、さらにまた即栽昇f品神として利用できるかとうかなどを評価指

標として検li寸した。表14には導人野菜の中で介望視された品種をぷし
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表ー13 導入ダイコンの特性調査

項 目 葉 重 根長 根径 葉重 岐根率 裂根

草姿 葉色 根 形 収穫期 葉数

の特性 (g) (cm) (cm) (g) （％） ／¥ りlo9 

（マレイシア） 尻 220. 3 4.32 白 中 133. 3 16.0 

゜
（マレイシア） 中 全緑 黄葉 丸 尻 192.0 23.8 4.07 乳白 中 92.0 16. 1 20 3C 

（マレイシア） ¥" / 全緑 黄葉 丸 尻 294.5 23.8 5.10 白 中 100.0 18.3 JO 5C 

OK86-166 （マレイシア） 中 全緑 緑 中ぶくれ 213.5 22.3 4.39 乳白 中 9l. 9 17、9 30 3(』

0 K86-167 （マレイシア） 中 全緑 黄葉 中ぶくれ 238.5 24.6 4. 52 乳白 中 107. 5 22. 7 30 3C 

OK86-168 レイシア） 中 全緑 緑 尻 畑 168.0 18.8 3, 95 乳白 中 80. 5 20. 7 10 1C 

0 K83-26 （タ イ） 止． 全緑 緑 尻 畑 271. 0 24.0 4.62 乳白 中 142,5 20,4 

゜
2( 

タキイーエベレスト（日 本） 中 全緑 黄葉 中ぶくれ 209.3 20. 5 4,33 白 中 142. 5 14.3 10 C 

（日 本） 切葉 緑 尻 畑 208.0 24.4 3. 95 白 中 225.0 24々2 70 
， 

I I 

i ! 
I I総合 i

: l I I 

I 
; 
I 

I評価 I
I ， 

l ―I 

i 
iやや不良

I不
I 

1
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 2
1

ー

良

やや不良
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ゥ!J

U K ::;:; ・・027 

りK区3・028

CJ K 8.'l・・・005 

OK83-I月〗

ス

K86 07り

0 K86-071 

0 K 83-039 

(〕 K 8:3 04¥l 

K uchin 

0 K 86 --O'/ 6 

0 K 86--081 

Senan 

オク

〈)K 86--113 

0 K 86--100 

サヤインゲン

i O K86-J31 

i O K86-・l27 

Iサ サゲ

i OK -002 

: 0 K -003 

ヨウサイ

大策菜

0 K86--015 

ヤサイビュ

Tanah-Merah-1 

サイシン

0 K83-019 

0 K83-018 

0 K 86--201 

0 K86-208 

カラシナ

1 911-Bansm 

I OK86・・186 
i OK86-188 

I 
I 潮洲鉱心大芥菜

Iパクチョイ類

'OK86-213 

Sawi-Puten 

白菜

0 K 86-216 

山 東菜

小白

ダイコン

0 K86-166 __l◎ 
... . .... ●● -

注）◎ : 特に優れている o: 優れる

即利用性：即利用出来る栽培品種

品質は食味検定結果をもとにして，対照品種を普通としたときの利度で示したく）
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i り］なり、外見\—果質、以娼で優れる

極長、掲色

！長、赤巽色

［ファ）ションi'J(白色で果皮に応）しあい）

1メスノメイガに机抗YI
Iメス／メイカに抵抗性、アザミウマ被，、汀少

メスノメイカに抵抗111、アザミウマ被害少

メスノメ，(ガに抵抗性、、アサミウマ被書少

［多

果色が紐地,-

収~
、丸刑j

i果質よく＼多収、特に布望'

l多 収

i耐暑刊、収穫期間か長し;

I耐暑性、収穫期間が長い

c
◎
 

◎
◎
 

◎
◎
 

〇
◎

◎

◎

 
多収、開花が遅い

◎
 

△ ◎) C) △ 党質良、市場件に間題

◎
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◎

◎

 

◎

ooou 

◎

◎

◎

◎

 

n
o
o
o
 

◎

◎

◎

◎
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◎
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△
 

c
◎
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x
 

◎
◎
◎
△
 

◎
◎
｛
ロ
ロ
◎

◎
◎
〇
△

多収、

多収、激辛

中店

やみなし

莱柄広い

◎
◎
 

ロ◎
◎

o
 

◎
◎
 

◎
◎
 

質

収

1
L
l
 

[
U
 

高

多

◎
 

△ ◎
 

◎ ¥
j
 

／
ー
＼ 耐暑性

◎ ◎
 

◎ ◎
 

耐暑YI:、高品質、多収

I (Q) j △ L耐暑性：、食味良、小四lj
―- ---—-- - - -—-

△ ：粋通 x: 劣る

-22-



キュウリはド］筒形で平白の系統が亨勢強く、対照品種の北進＇｛こ比へて夏期の収比が安定し

られ、剛屑性が高かった（、また、これらの系統は曼が長く、人く、

し＼杖熔に防風ネ J 卜を糾み合わせれは小｝［リの台風〈最大風速20m/秒杵度）に耐えう

るものと考えられだJ 呆丈は大刑て、呆皮は他く、果肉は帖軟質で、晶柿によっては

られるものもあった。利用方法としては浅漬けや酋通漬けとしての利用が各えられる，牡に収穫

期の長い OK83-028、OK83-027の品種は翡『島でその耐暑性を牛かして夏野菜のが足時期に導入し、

活用することが可能である またこれらの品種は耐暑性の育柿材料として利用することも考えら

れる"OK86-005の一節当たり雄花着4数がl.05花と極めて多く、キュウリの化の'[咋衣現と

とは密桜な関係があることから、この形質は育種材料として利用できるものとぢえられる、，まだ、

OK86-15のように球形果て果色が緑地に白の崩紋の人ったものなとは、ファ J ショバ‘］のある野

としての利用生が考えられる。

ナスは耐暑性があり、外観、品質、収量の面て優れ、栽坑品種としてl!ll利用で苔る品種として

OK86-70が有竿視された。また収量は低いものの石ナスの発牛か少な〈、肉質がやわらかい

OK86-71に代表される長ナス、また OK86-40にみられる白色の果色はファ J ション的要素の

利用が可能と思われる。さらに 'KucinMr. chai廿のように沖縄におけるナス栽培上玉要な古虫の

つとされるナスノメイガの加害が認められなかった晶神、さらにナスノメイガの加古•がなくミ

ナミキイロアザミウマの被害が現れにくい OK86-076、OK86-018、'Serian'は行種材料としての利

用が期待されるつ ]{I

オクラは OK86-ll3が多収で、対照品種の‘三郷五角’の 2信以上の収量があり、夏どり用晶釉

として介望と考えられた0 また、 OK86-100の収量は対照品種と同笠であるか、特に晶質がよく

果長が長く、（果実の）断面は丸で、県内用の夏どり品種として期怜される (J

トマトは対照品種も含めた全ての供訥品種て生行、収贔が劣った＿万これは―-.度にわたる台風

（前出）の接近に伴う強風の被害を受けたことによるか、いずれにしろ今後の導入先は熱岱常緑

降雨林地域の中ではヨーロ、jパ諸国との交流が古くからあり、 トマトの杖培も盛んと息われる赤

道西アフリカやアマゾン地域にしほった探索導人が必要であると考える。

サャインゲンは対照品神として比較的耐暑性の強いとされる111,ケンタ，｝キーワンダー｀ど糾汀

戸川を用いた。しかし[1i]品種においても夏期は北日本や高冷地で栽焙されており、本上における

暖地でも栽培は困難とされている。 11)また、沖縄県農業試験場園芸文場における調杏ても、 u7 

月以降は開化はしてもはとんどが落果するか、落果しなくとも肥大しない。しかし、導入した 7

品種はすべて結実が認められ、中でも多収でさやの軟らかかった OK86-131や多収であった OK86

--127も食味が良好で夏場の栽培品柿とて優れていた。臭場の沖縄県内のサヤインゲンは本上から

の移入に依存しており、その時期の単価はkg当り450円-700円9)で比較的高fir!で推移している c; こ

の時期に上記の品種は県内向け夏野菜用の栽培品種として十分に活用できるとぢえられる（うまた

これらの品種の持つ耐暑竹を他の優良品種に取り入れることも検［寸する必要があろう。
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し

し

をたしかめること

も

グ~）

ることを

ら は熱筍常緑降雨林から

し

このような地域から 人し 九ハ

〈ともマレイシアをJ:とする

あることは前記の結果から明らかで、

オし冗てし＼る1¥M屯｛こ』じ庫文して、

さらに「剛暑平i」 ' I J斤斤
Ufl Jcl、

「耐暑性Jて対！附品種を

ら

日射に強し囁種か数多く

も対！！仔品神を＿上回る

品種が数多く

等で現在の栽培種とほとんど変わりはなかっ

た作物導入の力怯か野菜導入に十分適用できることを明らかにした。

これまで沖縄における夏秋期野菜栽培の困難さは主に気候的な条件の過酷さのみが強調されて

ぎたが、耐暑性等の研究はあまり進んでおらず、耐暑性品種の導入についても温帯域である本

tや亜熱帯地域てある台冷の晶種を利用した利＇度であったっ今 [fl]調介に用いた野菜柿rの人手地、

あるいは収集地は熱幣常緑降雨林地域で、それらの地域の野菜の多くは年間を通して沖縄の臭期

もしくはそれ以上に耐暑性か波求どれる環境条件fで栽培されている。今回のぷ験の実施

場所は沖縄県内でも南に位岡し、気温、日射も高く Jff,移する石k~t島てあり、介望視された導入品

きたことは、今後、沖縄の夏秋期野菜の導人探索地として熱岱常緑降r:l:J林地域か

ら 食味でもサイシン、パクチョイ、サャインゲン、エンサイ、カラシナ如

このことは桃木6)らが提起しだ植生図を利用し

と

適していること している。

いた種fの導入は熱俯常緑降雨林地域の中でもマレイシアを中心とした東南アジア

からで、いわゆる中国野菜が種類数、品種数共に多かった。しかし、キャベツ、セロリ、

等の西洋野菜は、品種数が少なく、またトマト笠では調介を行った品種数は多かったものの、十

耐暑Itは詔められなかっtこそのため、今回、供試出来なかった神類や、耐暑骨が不十分で

あった野菜の導人採索は別の熱恐常緑降雨林地域、特にヨーロ Jパ人か占くから仕みついた赤迅

西アフリカ、南米のアマゾン流域で行なう必要がある。
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-1 草勢が強い平白キュウリ「OK83-028」

2 色彩、形がユニークなキ 1 ウリ「OK86-015J
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写真一 3 房なりで外観、果質、収鼠とも優れるナス「OK86-070」

4 多収で耐暑性があるオクラ「OK86-113J
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く多収で今後の夏野菜として有望視
されたサャインゲン「OK86-131」

沖縄の冬場の代表的晶種であるサヤインゲン
「ケ‘／夕；キーワンダー」は間化はするが、

しな力 3ったこ‘
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写真一 7 サイシンは耐暑性があり、作りやすかった。特に

「OK83-019」は葉がやわらかく、多収であった。

写貞ー 8 沖縄在来品種と比較じて生育もよく、辛みの

少ないカラシナ「OK83-021」
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写真一 9 耐暑性にすぐれ、高品質で多収、即栽J音品柿と

して利用可能な山東菜「小白菜」
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付表 1 導入野菜の品種
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付表 2 導入野菜の品種
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付表 3 導入野菜の品種
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付表 5 導入野菜の品種
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付表13 導入野菜の品種
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